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合成スラブの耐力は、平面保持が成り立ったままデッキプレートが曲げ降伏するかコン

クリートとデッキプレートが剥離することで決まり、品質性能試験では全ての試験体が付着性能で耐

力が決まっていると考えられる。しかし、合成スラブの付着性能は不明瞭である。 

本研究は、デッキプレートの形状をパラメータとして引抜試験を行い付着性能を検討す

る。また、デッキ合成スラブの解析モデルに用いるデッキプレート・コンクリート間の付着強度設定

の精度を向上させることも目的とする。 

試験体は計 9 体である。標準タイプの

寸法は幅 250mm、長さ 315mm、デッキ厚さ 1.2mm

であり、試験体断面図を図 1に示す。 

引抜試験結果を表 1に示す。付着強度

は耐力を付着面積（下フランジの幅と長さの面積）で

除したものとする。試験終了後の付着破壊の性状は、

面内せん断方向へずれ、その後蟻溝部のコンクリート

が破壊されデッキプレートとの間で付着が失われると

いった性状であった。 

引抜試験結果より、エンボス部の付着に対する影響

はコンクリートの抑え込みの効果がある側エンボスの

方が底エンボスよりも大きい結果となった。また、蟻

溝も両者の合成の保持に影響し、面外方向への剝離に

抵抗する機構が付着性能に大きな影響を与えることが

分かった。 
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1 標準タイプ 58 29 0.77

2 神戸 32 16 0.42

3 蟻溝不良 22 11 0.29

4 底エンボスなし 55 28 0.73

5 側エンボスなし 36 18 0.48

6 両エンボスなし 27 14 0.36

7 板厚1.0mm 42 21 0.56

8 板厚1.6mm 41 21 0.54

9 試験体長さ630mm 105 53 0.69
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